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平和の文化をきずく会	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	      	 	 	 	 	 	 	 ２０１２年９月１２日（水） 

☆☆   広報誌広報誌「「	 	 平和の文化をきずく」平和の文化をきずく」N ON O ．．６６７７   	 	 ☆☆  
2001年から 2010まで国連「世界の子どもたちのための平和と非暴力の文化国際 10年」 

◆ 『 平 和 と 非 暴 力 の 創 造 － 平 和 の 文 化 の 国 連 １ ０ 年 を 踏 ま え て （ 仮

称）』出版に向けて 

 「平和の文化をきずく会」が２０００年に設立されて、今年で１２年目をむかえています。２０００年の「平和の文化国

際年」と２００１年から２０１０年の「世界の子どもたちのための平和と非暴力の文化国際１０年」（以下「平和の文化国

際１０年」）を終えて、「平和の文化」について一定の理解がすすんできています。２０１０年の行なった全国自治体調

査でも４割の自治体が「平和の文化国際１０年」を視野に入れていました。 

 日本において「平和の文化をきずく会」（以下「きずく会」）が作られたこと、そして１２年にわたって取り組みを進め

てきたことは特別な意義があると思っています。それを形に残し、次なる発展につなげていくのが会の役割だと認識

し、今年の総会で出版の計画が認められました。以後４回の検討を経て以下のような項目を立ててみました。執筆

予定者も考えていますが、この項目に挙げられたもの、あるいはあげられていないが取り上げてみたいもの、につい

てご意見をいただければと思います。 

 

（１）．出版の目標 

①平和の文化と非暴力の今日的状況と今後の方向性を明らかにする。 

②平和の文化と非暴力の思想や実践を広める。 

③平和の文化と非暴力の今後の在り方のについて議論を行う。 

（２）出版内容 

①「世界の子どもたちのための平和と非暴力の文化国際１０年」（以下「非暴力の１０年」）の取り組みについて振り

返り、成果と課題を明らかにすること。      

②「非暴力の１０年」についての国連の動きを紹介すること 

③非暴力と平和に関する理論的な展開を紹介する              

④「非暴力の１０年」における優れた実践を紹介する 

（３）出版時期：２０１３年３月～８月 

（４）出版書の構成案（２３０頁程度） 

はじめに（出版の主旨）２ｐ及び目次（４ｐ）  

Ⅰ部：平和の文化とは何か１０ｐ 

＊国連の資料「平和の文化に関する宣言と行動計画」 

＊平和の文化の取り組み－国内外の動きなど 

Ⅱ部：平和と非暴力の現状を捉える 

（１）自治体調査から見えてきたもの １６ｐ 

（２）東日本大震災と原発問題－環境と人権を含めて－１６ｐ 

（３）平和博物館と戦争展をめぐって １６ｐ 

（４）平和教育をめぐってー体験、参加型、フィールドワーク等  １６ｐ 

（５）社会教育の中での平和の文化ー行政をどのように動かすことができるか  １６ｐ 

（６）メディアにおける平和の文化と非暴力  １６ｐ 

（７）ユネスコ協会連盟と平和の文化  １２p 

Ⅲ部：平和と非暴力の世界を築くための条件 

（１）軍縮教育のための学習と運動－ユネスコ文書を踏まえて  １６ｐ 

   ―対米従属と日本人のアジア人観・欧米観にも触れて－ 
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（２）様々な対立の平和的な解決のための学習や実践  １６ｐ 

（３）平和の文化と非暴力の国際的な動向  １６ｐ 

―「平和への権利」や宗教教育を含めて－ 

（４）平和の文化とジェンダーをめぐって  １２ｐ 

Ⅳ部：資料 １０ｐ 

（１）David Adams氏の投稿 

（２）国連平和の文化のHPより 

奥付け等 ４ｐ 

＊1つの論文を１６頁×９００字程度とする。	 ＊今後希望により１～２の追加があります。 
＊構成などは今後まだ変更があります。 
＊問合せなどは瀧口（takiguchi-masaru@r8.dion.ne.jp）までお願いします。 
 

◆ユネスコ協会連盟と平和の文化－２０１２年度事業計画から  
	 平和の文化について「きずく会」と連携をとってきたユネスコ協会連盟は、２０１２年度総会におい

て平和の文化に関連して以下のような提起を行なっています。 
１．第６８回日本ユネスコ運動全国大会 in高松（９月１５日～１６日）において、テーマ「つなげよう

平和の心、築こう平和の文化－地域から世界へ、大切なものを守るために－」として「わたしの平

和宣言」の精神のもとに。地域の豊かな自然・文化を大切に守る心を青少年に伝え、平和の文化構

築に向けて決意を新たにする。 
２．平和の文化東京ユネスコクラブの設立（２０１２年１月） 
	 ＊以上６月２３日第６３回定時総会事業報告書・事業計画書より（きずく会は日ユの賛助会員です） 
 

◆連絡・情報コーナー  
★2012 年度の会費を郵便局の払い込み用紙で以下の郵便振替口座へ 2000 円お願い
します。（00120 -０ -182008 平和の文化をきずく会）  
＊記入済みの払い込み用紙をなくされてしまった方は郵便局にて青い振込み用紙を手に入

れて上記の口座にお願いします。 
★PC のメールアドレスがある人は教えてください。  
＊既にこちらに届けてある方もあると思いますが、手書きでは間違いも多く、実際に届か

ない例もあります。今後はニュースの配布を電子データで送りたいと思っています。以下

のアドレスに「平和の文化をきずく会アドレス」として名前を入れて送ってください。 
	  takiguchi‐masaru@r8.dion.ne.jp 
次回の 12９回幹事会は９月１７日（月）18 時 00 分から渋谷 Women’s Plaza交流コー
ナー（JR山手線渋谷駅下車）です。問合せ電話は 080-3450-6878（瀧口）へお願いします。 
１．出版企画の検討	 	 ２．当面の取り組みについて他 
＊国連のユネスコ本部における｢平和の文化｣HPは http://www3.unesco.org/iycp/ 
＊国連で「平和の文化」について決議された文書が次の HPに掲載されています。国連総会では 2001 
年から 2011年まで毎年「平和の文化」の促進決議が上げられており、問題意識は継続しているとい 
えます。	 http://www3.unesco.org/iycp/uk/uk_sum_refdoc.htm 

＊	 「きずく会」のホームページ（http://homepage2.nifty.com/peacecom/cop/） 
＊	 平和の文化ニュースネットワーク（http://blog.goo.ne.jp/cpnn） 
平和の文化に関する映画や書籍、あるいは歌、そして日常の出来事などが 400以上掲載されています。 

＊	 事務局：〒332-0015川口市川口 2-15-1-1004 瀧口優 048-254-5074(TEL)048-254-5051(FAX) 


